
　
　
　
　
　
社
団
契
約
に
関
す
る
一
九
〇
一
年
七
月
一
日
法
（
訳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
o
i
　
r
e
l
a
t
i
v
e
　
a
u
　
c
o
n
t
r
a
t
　
d
'
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
　
（
I
.
　
　
　
j
u
i
l
l
.
　
　
1
9
0
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
　
　
寿
　
　
二

第
一
章

第
一
条
　
社
団
は
二
人
又
は
そ
れ
以
上
の
人
々
が
永
続
的
方
式
の
下
に
、
共
同
し
て
彼
ら
の
知
識
と
活
動
と
を
利
益
分
配
以
外
の
目

　
的
に
用
う
る
合
意
で
あ
る
。
こ
の
合
意
の
効
力
は
契
約
及
び
債
務
に
適
用
す
る
法
の
一
般
原
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
。

第
二
条
　
人
的
結
社
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
　
d
e
　
p
e
r
s
o
n
n
e
は
、
許
可
も
あ
ら
か
じ
め
の
届
出
も
（
必
要
で
）
な
く
、
自
由
に
設
立
で
き

　
る
。
人
的
結
社
は
、
も
し
そ
れ
が
第
五
条
の
規
定
に
従
う
と
き
（
そ
の
と
き
に
の
み
）
権
利
能
力
を
享
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

第
三
条
　
法
律
、
良
俗
に
反
し
又
は
領
土
の
完
全
性
及
び
政
府
の
共
和
制
形
態
を
破
壊
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
動
機
の
た
め
に
、

　
又
は
不
法
な
目
的
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
全
て
の
社
団
は
、
無
効
で
あ
り
何
ら
の
効
果
を
も
生
じ
な
い
。
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第
四
条
　
一
定
期
間
内
に
設
立
さ
れ
な
い
社
団
の
全
て
の
社
員
は
、
納
期
に
分
担
金
を
支
払
い
且
つ
当
該
年
度
の
後
に
は
、
あ
ら
ゆ

　
る
禁
止
条
項
に
拘
ら
ず
、
何
時
で
も
脱
退
で
き
る
。

第
五
条
　
第
六
条
に
規
定
す
る
権
利
能
力
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
全
て
の
社
団
は
、
そ
の
設
立
者
の
配
慮
に
よ
り
一
般
に
公
表
し
な

　
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
予
め
の
届
出
は
社
団
が
も
つ
住
所
の
県
知
事
又
は
郡
長
に
な
さ
れ
る
。
届
出
に
は
、
社
団
の
名
称
及
び
目
的
、
組
織
e
t
a
b
l
i
s
s
-

　
m
e
n
t
の
所
在
地
及
び
何
ら
か
の
名
目
で
社
団
の
管
理
又
は
そ
の
指
揮
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
人
々
の
名
前
、
職
業
及
び
住
所
を
記

　
載
す
f
a
i
r
　
c
o
n
n
a
i
t
r
e
る
。
そ
れ
（
届
出
）
に
は
受
理
書
が
与
へ
ら
る
。

　
　
届
出
に
は
定
款
の
謄
本
二
通
を
付
け
ら
る
。

　
　
社
団
は
、
そ
の
管
理
又
は
指
揮
に
つ
き
そ
の
後
生
ず
る
全
て
の
異
動
並
に
定
款
に
生
ず
る
全
て
の
変
更
を
、
三
月
以
内
に
報
告

　
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
　
更
に
、
そ
の
変
更
及
び
異
動
は
、
行
政
庁
及
び
司
法
庁
に
必
要
の
都
度
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
特
別
の
帳
簿
に

　
記
録
さ
れ
る
。

第
六
条
　
（
（
一
九
四
八
年
六
月
二
三
日
の
法
律
）
）
法
規
に
従
っ
て
届
出
で
ら
れ
た
全
て
の
社
団
は
、
国
家
、
県
及
び
市
町
村
を
除
い

　
て
、
何
ら
特
別
の
許
可
な
く
し
て
（
左
に
つ
き
）
裁
判
所
に
訴
へ
、
有
償
で
買
入
れ
、
所
有
及
び
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
社
員
の
分
担
金
又
は
分
担
金
を
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
金
額
、
（
但
し
）
そ
の
金
額
は
一
〇
、
〇
〇
〇
ラ
ラ
ン
を
超

　
　
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
二
　
社
団
の
管
理
及
び
社
員
の
集
会
の
た
め
の
一
定
の
場
所
。
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三
　
社
団
の
た
て
た
目
的
を
逆
流
す
る
に
厳
に
必
要
な
不
動
産
。

第
七
条
　
第
三
条
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
無
効
の
場
合
、
社
団
の
解
散
は
、
或
は
全
て
の
利
害
関
係
人
の
申
請
に
よ
り
或
は
検
察
官

　
の
請
求
に
よ
り
、
民
事
普
通
裁
判
所
t
r
i
b
u
n
a
l
d
e
　
g
r
a
n
d
e
　
i
n
s
t
a
n
c
e
に
よ
っ
て
裁
判
を
言
渡
さ
れ
る
。
（
こ
の
場
合
）
検

　
察
官
は
満
三
日
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
又
裁
判
所
は
第
八
条
の
予
定
す
る
処
罰
の
下
に
、
仮
に
、
そ
し
て
全
て
の
上
訴
手
段

　
に
も
拘
ら
ず
会
場
の
閉
鎖
及
び
社
員
の
あ
ら
ゆ
る
集
会
の
禁
止
を
命
ず
る
（
こ
と
が
で
き
る
）
。

　
　
第
五
条
の
規
定
違
反
の
場
合
、
全
て
の
利
害
関
係
人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
解
散
を
宣
告
し
得
る
。

等
八
条
　
第
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
し
か
も
二
度
も
金
銭
的
処
罰
a
m
e
n
d
e
を
受
け
た
場
合
、
六
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
な
い

　
し
七
二
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
金
銭
的
処
罰
に
処
せ
ら
る
。

　
　
解
散
の
裁
判
後
、
（
解
散
社
団
を
）
不
法
に
支
持
し
又
は
改
造
し
て
い
る
社
団
の
設
立
者
、
理
事
又
は
支
配
人
は
八
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

　
フ
ラ
ン
な
い
し
一
、
八
〇
〇
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
金
銭
的
処
罰
及
び
六
日
乃
至
一
年
の
拘
禁
e
m

q
r
i
s
o
n
n
e
m
e
n
t
に
処
せ
ら
る
。

　
　
社
団
が
規
定
す
る
地
方
慣
習
を
承
認
し
な
が
ら
解
散
し
た
社
団
の
社
員
が
再
び
結
合
す
る
こ
と
に
助
力
す
る
全
て
の
人
々
は
、

　
　
（
前
項
と
）
同
じ
刑
に
処
せ
ら
る
。

第
九
条
　
任
意
に
又
は
裁
判
所
の
宣
告
に
よ
り
解
散
す
る
場
合
、
社
団
の
財
産
は
、
定
款
に
従
い
又
は
定
款
に
規
定
の
な
い
と
き
は

　
社
員
総
会
の
決
め
た
規
定
に
従
っ
て
帰
属
す
る
。

第
二
章

第
一
〇
条
　
社
団
は
、
行
政
規
則
の
形
式
で
出
さ
れ
る
命
令
に
よ
っ
て
、
公
益
性
を
承
認
さ
れ
得
る
。

第
一
一
条
　
（
前
条
の
）
社
団
は
、
定
款
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
営
み
得
る
。
し
か
し
こ
れ
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ら
社
団
は
、
彼
自
か
ら
が
定
め
た
目
的
に
必
要
で
な
い
不
動
産
を
も
つ
こ
と
も
取
得
も
で
き
な
い
。
社
団
の
す
べ
て
の
動
産
的
有

　
価
証
券
は
記
名
証
券
と
し
て
保
有
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
右
の
社
団
は
民
法
第
九
一
〇
条
及
び
一
九
〇
一
年
二
月
四
日
法
第
五
条
に
規
定
さ
れ
る
条
件
の
下
で
、
贈
与
又
は
遺
贈
を
受
け

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
団
の
活
動
に
必
要
で
な
い
贈
与
証
書
又
は
遺
贈
条
項
に
包
含
さ
れ
る
不
動
産
は
、
贈
与
の
受
理
に
許
可
を

　
与
へ
る
大
統
領
令
又
は
布
令
に
規
定
す
る
期
間
内
及
び
形
式
で
、
（
即
ち
）
社
団
の
金
庫
に
払
込
ま
れ
る
代
価
で
、
譲
渡
さ
れ
る
。

　
ｌ
ｌ
し
か
し
、
社
団
は
、
有
償
又
は
無
償
で
樹
木
、
森
林
又
は
植
林
し
た
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
社
団
は
贈
与
者
の
た
め
に
用
益
権
を
留
保
す
る
動
産
又
は
不
動
産
の
贈
与
を
受
理
で
き
な
い
。

第
一
二
条
　
削
除
（
（
一
九
三
九
年
四
月
一
二
日
の
命
令
）
）
。

第
三
章

第
一
三
条
　
全
て
の
宗
教
的
団
体
（
8
n
g
r
e
g
a
t
i
o
n
　
r
e
l
i
g
i
e
u
r
e
）
は
、
参
議
院
の
議
決
に
か
か
る
命
令
（
d
e
c
r
e
t
　
r
e
n
d
u

s
u
r

　
a
v
i
s
　
c
o
n
f
e
r
m
e
　
d
u
　
C
o
n
s
e
i
l
　
d
'
E
t
a
t
）
に
よ
っ
て
、
法
上
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
さ
き
に
許
可
さ
れ
た
宗

　
教
団
体
8
n
g
r
e
g
a
t
i
o
n
に
関
す
る
規
定
は
、
彼
ら
に
適
用
さ
れ
る
。

　
　
右
の
法
上
の
承
認
は
、
参
議
院
の
命
令
に
従
っ
て
、
全
て
の
新
し
い
宗
教
団
体
の
経
営
す
る
組
織
に
対
し
て
与
へ
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

　
　
宗
教
団
体
の
解
散
又
は
全
て
の
組
織
の
廃
止
は
、
参
議
院
の
議
決
に
か
か
る
命
令
に
よ
っ
て
宣
告
さ
れ
得
る
に
過
ぎ
な
い
（
一

　
九
四
二
年
四
月
八
日
の
法
律
）
）
。

第
一
四
条
　
削
除
（
（
一
九
四
〇
年
九
月
三
日
の
法
律
）
）
。
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第
一
五
条
　
全
て
の
宗
教
団
体
は
収
支
目
録
を
作
る
。
宗
教
団
体
は
毎
年
当
該
年
度
の
予
算
書
8
m
p
t
e
　
　
　
f
i
n
a
n
c
i
e
r
並
に
そ
の

　
　
（
積
極
的
）
財
産
に
ａ
動
産
及
び
不
動
産
の
財
産
目
録
を
作
成
す
る
。

　
　
宗
数
団
体
員
の
姓
、
同
様
に
彼
ら
が
宗
教
団
体
に
於
て
示
さ
れ
た
名
前
、
そ
の
国
籍
、
年
令
及
び
出
生
の
関
係
、
宗
教
団
体
に

　
加
入
し
た
目
付
を
、
記
載
し
て
い
る
宗
教
団
体
員
の
完
全
な
リ
ス
ト
を
宗
教
団
体
の
所
在
地
に
備
付
け
咤
呂
g
t
し
な
く
て
は

　
な
ら
な
い
。

　
　
宗
教
団
体
は
、
知
事
の
あ
ら
ゆ
る
要
求
に
対
し
、
変
更
が
な
く
て
も
宗
教
団
体
自
身
又
は
そ
の
代
表
者
、
予
算
書
、
目
録
及
び

　
リ
ス
ト
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
　
前
条
に
規
定
す
る
場
合
に
、
虚
偽
の
報
告
を
な
し
又
は
知
事
の
要
求
に
従
う
こ
と
を
拒
絶
す
る
宗
教
団
体
の
代
表
者
又
は
理
事

　
は
、
第
八
条
第
二
項
に
示
す
刑
に
処
せ
ら
る
。

第
十
六
条
　
削
除
（
（
一
九
四
二
年
四
月
八
日
の
法
律
）
）
。

第
一
七
条
　
合
法
的
又
は
非
合
法
的
に
設
立
さ
れ
た
社
団
に
対
し
第
二
条
、
第
六
条
、
第
九
条
、
第
一
一
条
、
第
一
三
条
、
第
一
四

　
条
及
び
第
一
六
条
の
規
定
を
逃
れ
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
目
的
の
下
に
、
有
償
又
は
無
償
で
、
或
は
直
接
に
或
は
仲
介
者
に

　
よ
っ
て
又
は
そ
の
他
全
て
の
間
接
的
手
段
で
行
わ
れ
る
、
あ
ら
ゆ
る
生
前
行
為
又
は
遺
言
は
無
効
で
あ
る
。

　
　
こ
の
無
効
は
、
或
は
行
政
庁
の
請
求
に
よ
り
或
は
全
て
の
利
害
関
俳
人
の
請
求
に
よ
っ
て
宣
告
さ
れ
得
る
。

第
一
八
条
　
か
っ
て
許
可
も
承
認
も
さ
れ
な
か
っ
た
現
存
の
宗
教
団
体
は
、
本
法
の
公
布
と
共
に
、
三
月
以
内
に
、
そ
の
宗
教
団
体

　
が
諸
規
定
に
応
ず
る
よ
う
必
要
な
請
求
を
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
証
明
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
　
前
項
の
証
明
が
な
い
と
、
当
該
宗
教
団
体
は
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
（
の
効
果
）
は
恰
も
許
可
さ
れ
な
か
っ
た

一一-261―一一



宗
教
団
体
と
同
じ
で
あ
る
。

　
宗
教
団
体
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
財
産
の
清
算
は
、
裁
判
所
で
行
な
わ
れ
る
。
裁
判
所
は
行
政
庁
の
請
求
に
よ
り
、
裁
判

所
に
訴
へ
る
た
め
、
清
算
の
全
期
間
中
に
、
寄
託
物
管
理
人
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
権
限
を
も
つ
清
算
人
を
指
定
す
る
。
清
算
人
を

指
定
し
た
裁
判
所
は
、
清
算
人
に
よ
り
又
は
清
算
人
に
対
し
て
な
さ
れ
る
民
事
事
件
に
関
し
て
全
て
の
訴
訟
を
裁
判
す
る
た
め
の
、

唯
一
の
管
轄
裁
判
所
で
あ
る
。

　
清
算
人
は
、
未
成
年
者
の
財
産
売
買
に
関
し
て
規
定
さ
れ
る
形
式
に
従
っ
て
、
不
動
産
の
売
買
に
つ
き
訴
訟
手
続
を
と
る
。

　
清
算
を
命
ず
る
裁
判
は
、
法
上
の
報
知
の
た
め
に
命
令
の
形
式
で
公
表
さ
れ
る
。

　
宗
教
団
体
へ
加
入
す
る
と
き
既
に
そ
の
団
体
員
に
所
属
し
て
い
た
か
又
は
そ
れ
以
降
、
或
は
直
系
若
く
は
傍
系
の
遺
言
な
き
相

続
に
よ
り
或
は
直
系
の
贈
与
若
く
は
遺
言
に
よ
り
彼
ら
に
帰
属
す
る
財
産
や
有
価
物
は
、
彼
ら
（
団
体
員
）
に
返
還
さ
れ
る
。

　
直
系
（
に
対
す
る
場
合
）
を
除
き
、
宗
数
団
体
員
に
な
し
た
贈
与
及
び
遺
贈
は
、
但
し
受
益
者
に
よ
っ
て
彼
ら
が
第
一
七
条
に

よ
っ
て
告
訴
さ
れ
る
仲
介
者
で
な
か
つ
た
こ
と
を
証
拠
だ
て
る
と
い
う
条
件
で
、
（
皆
）
等
し
く
請
求
し
得
る
。

　
無
償
で
取
得
す
る
か
又
は
贈
与
行
為
に
よ
っ
て
救
済
施
設
に
特
別
に
割
当
て
ら
れ
な
い
財
産
及
び
有
価
物
は
、
贈
与
者
、
そ
の

相
続
人
若
く
は
（
そ
の
）
権
利
所
有
者
か
ら
又
は
遺
言
者
の
相
続
人
若
く
は
（
そ
の
）
権
利
所
有
者
か
ら
、
清
算
を
宣
告
す
る
裁

判
よ
り
以
前
に
経
過
す
る
時
聞
内
に
、
彼
ら
が
何
ら
か
時
効
に
か
か
ら
な
い
と
き
に
（
限
り
）
、
請
求
さ
れ
得
る
。

　
も
し
財
産
及
び
有
価
物
が
、
宗
数
団
体
員
に
恩
恵
を
与
へ
る
た
め
の
み
な
ら
ず
救
済
施
設
の
面
倒
を
み
て
や
る
た
め
に
も
与
へ

ら
れ
又
は
遺
贈
さ
れ
た
な
ら
ば
、
（
唯
）
そ
れ
ら
は
贈
与
に
充
て
ら
れ
た
目
的
達
成
の
面
倒
を
み
て
や
る
と
い
う
条
件
の
下
で
、

　
（
彼
ら
に
）
請
求
さ
れ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
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先
取
又
は
所
有
権
回
復
の
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
は
、
抵
当
物
取
戻
権
の
閉
鎖
す
る
や
否
や
、
裁
判
の
公
表
後
六
月
内
に
、
清
算
人
に

　
対
し
て
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
清
算
人
と
対
審
の
形
式
で
な
さ
れ
た
裁
判
及
び
判
決
に
よ
っ
て
確
定
し
た
事
物
の
権
限
を

　
取
得
し
て
い
る
も
の
は
、
全
て
の
利
害
関
係
人
に
対
抗
で
き
る
。

　
　
六
月
を
経
過
す
る
と
き
は
、
清
算
人
は
、
請
求
さ
れ
な
か
っ
た
か
又
は
救
済
施
設
に
割
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
全
て
の
不
動
産

　
を
、
裁
判
所
で
売
却
の
手
続
を
と
る
。

　
　
売
却
の
収
入
並
に
全
て
の
動
産
的
有
価
物
は
、
供
託
局
に
あ
づ
け
ら
る
。

　
　
施
療
院
の
気
の
毒
な
収
容
者
の
扶
養
費
は
、
清
算
の
完
了
す
る
ま
で
は
、
清
算
の
先
取
特
権
あ
る
費
用
と
し
て
考
慮
せ
ら
る
。

　
　
争
が
な
い
場
合
、
又
は
時
効
期
間
内
に
な
さ
れ
る
訴
訟
の
全
部
が
裁
判
さ
れ
る
と
き
は
、
資
産
は
権
利
所
有
者
間
に
分
配
さ
れ

　
な
い
。

　
　
本
法
第
二
〇
条
の
め
ざ
す
行
政
規
則
は
、
右
に
予
想
す
る
先
取
の
あ
と
に
残
る
、
自
由
な
（
積
極
）
財
産
に
つ
い
て
は
、
（
或
は
）

　
確
実
な
生
活
手
段
が
な
い
（
か
）
、
或
は
彼
ら
の
個
人
的
労
働
の
収
入
に
よ
っ
て
（
宗
教
団
体
に
）
帰
属
す
る
有
価
物
の
獲
得
に
貢

　
献
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
と
こ
ろ
の
、
解
散
宗
数
団
体
員
に
決
与
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
元
金
に
よ
る
か
、
若
く
は
終
身
年
金
の
形

　
式
で
の
支
給
を
、
規
定
す
る
。

第
一
九
条
　
刑
法
第
四
六
三
条
の
規
定
は
、
本
法
に
予
想
す
る
犯
罰
に
適
用
さ
れ
る
。

第
二
〇
条
　
行
政
規
則
は
、
本
法
の
施
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
固
有
の
手
段
を
規
定
す
る
。

第
二
一
条
　
社
団
に
関
係
あ
る
刑
法
第
二
九
一
条
、
第
二
九
二
条
、
第
二
九
三
条
並
に
開
法
第
二
九
四
条
の
規
定
、
一
八
二
〇
年
七

　
月
五
日
ー
八
目
の
規
則
第
二
〇
条
、
一
八
三
四
年
四
月
一
〇
日
の
法
律
、
一
八
四
八
年
四
月
二
八
日
の
大
統
領
令
第
一
三
条
、
一
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八
八
一
年
六
月
三
〇
日
の
法
律
第
七
条
、
一
八
七
二
年
三
月
一
四
日
の
法
律
、
一
八
二
五
年
五
月
二
四
日
の
法
律
第
二
条
第
二

項
、
一
八
五
二
年
一
月
三
一
日
の
勅
令
及
び
一
般
に
本
法
に
抵
触
す
る
全
て
の
規
定
は
廃
止
す
る
。

　
職
業
組
合
、
商
業
組
合
及
び
共
済
組
合
s
o
c
i
e
t
e
　
d
e
　
s
e
c
o
u
r
　
m
u
t
u
e
l
に
関
す
る
特
別
の
法
律
は
、
今
後
廃
止
し
よ
う
と

は
し
な
い
。
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